
上右／右頁のショーウィンドウ左端に掛かっている作品は北川

麻衣子によるこちらの ｛愧儡遊び）。 繊細な箪致と、物語性を

感じさせる世界観に引き込まれる ダーマトグラフ、バネルに

ケント紙 112X 145.5cm 
上左／中村ケンゴ （自分以外） 岩絵具・顔料・アクリル・樹

脂膠、パネルに和紙 120x90cm 
下右／菅原値彦 〈春爛漫） 岩絵具・金箔、和紙 60X73cm 

菅原鑓彦や木村佳代子の作品が並ぷ1躇展示室の一角

ふたりは 「桜満載」展にも出品する。

一住所 ●京都府京都市東山区川端通七条上ル上堀詰町265-7

話 • 075-532-3001

開廊時間●11:00-19:00 

定休日 ●不定休

アクセス●京阪電鉄 「七条」駅から徒歩すぐ

URL■ www.tamenaga.com 

........ 

••i.Ii. 
桜滴栽一MerryCherry Blossom 
3月25日～4月16日

［出品作家］大沢拓也、大竹寛子、小津航、川上幸子、

北川麻衣子、木下友梨香、木村佳代子、菅原値彦、

智内兄助、松村咲希、水野悠衣、山本大也、吉）Il民仁、
吉田員理子、ロレンツォ・フェルナンデス

こ
、
0

f
し

鴇川沿いに建つ 「ギャルリーためなが京都」では、

日本の若手作家の作品を中心に紹介している。

揖影：大唇和則（外観、会場）

． 

ギャルリーためなが
京都
風↑がある空間で、

現代作家の作品に親しむ

窓から差し込む自然光が心地よい2階の

展示室。1階はおもに大作、 2階にはや

や小ぷりの作品が展示されている。

口
汀
賃
1
9
6
9
i
F
〗
い
い
[

創
業
し
た
「
ギ
ャ
ル
リ
ー
た
め
な
が
」
は
、

一
方
で
同
時
代
の
若
い
才
能
に
も
目
を
向
け

て
き
た
。
近
年
は
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
な
ど
を
と

お
し
て
、
日
本
の
作
家
た
ち
の
作
品
を
和
極

的
に
世
界
に
伝
え
て
も
い
る
。

2
0
2
1
年

3
月
23
日

（な
ん
と
パ
リ
店
の
開
廊

50
周
年
記
念

日
で
も
あ
る
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
京
都
店
で

は
、
そ
ん
な
国
内
の
若
手
作
家
た
ち
を
中
心

に
紹
介
。
京
都
に
も
拠
点
を
置
い
た
の
は
、

千
年
の
歴
史
を
も
つ
地
か
ら
、
さ
ら
に
千
年

先
へ
作
品
を
残
し
た
い
と
い
う
恩
い
が
あ
っ

て
の
こ
と
。
そ
の
思
い
は
、
店
内
に
足
を
踏

み
入
れ
る
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

店
舗
は
築

l
o
0年
を
超
え
る
町
屋
を
改

装
し
た
も
の
。
旧
来
の
趣
き
を
残
し
た
外
観

は
ご
覧
の
と
お
り
だ
が
、
内
部
も
建
築
当
時

の
柱
や
梁
を
生
か
し
た
し
つ
ら
え
。
そ
れ
ゆ

え
か
、
白
い
壁
に
囲
ま
れ
た
空
間
は
、
ホ
ワ

イ
ト
キ
ュ
ー
プ
と
い
う
よ
り
漆
喰
堅
の
室
内

の
よ
う
だ
。
こ
の
国
の
文
化
を
育
ん
で
き
た

古
都
と
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
。
そ
こ

に
現
代
の
作
家
た
ち
の
作
品
が
し
っ
く
り
浴

け
込
ん
で
い
る
。
時
代
を
行
き
来
す
る
よ
う

な
不
思
謡
な
感
覚
を
党
え
、

笛
現
在
ク
の
辿

鎖
が
豊
穣
な
文
化
を
培
っ
て
き
た
こ
と
に
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
場
所
は
、
作
品

の
力
に
空
間
の
カ
セ
涼
え
て
、
千
年
先
を
想

像
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
。

企
両
展
も
何
度
か
他
さ
れ
て
お
り
、
昨
年

口
月
か
ら
今
年
1
月
に
か
け
て
開
備
さ
れ
た

「
新
京
都
ー
古
都
か
ら
千
年
先
ヘ
ー
」

は、

凩
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
女
性
作
家
た
ち
の
作

品
を
展
観
。
新
京
都
を

「
い
ま
き
ょ
う
と
」

と
読
ま
せ
る
と
こ
ろ
に
も
、
画
廊
の
心
慈
気

が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

3
月
下
句
か

ら
は
、
桜
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
た
作
品
が

一

営
に
会
す
る

「桜
満
載
—

M
e
r
r
y
C
h
e
r
r
y
 

Blossom」
展
が
始
ま
る
。
漆
芸
と
日
本
画

の
技
法
を
融
合
さ
せ
、
幻
想
的
な
世
界
を
編

み
出
す
大
沢
拓
也
。
孟
化
の
肖
像
画
ク
と
も

言
う
べ
き
、
表
梢
翡
か
な
花
々
の
作
品
で
人

気
の
木
村
佳
代
子
。
古
木
の
生
命
力
を
モ
テ

ィ
ー
フ
に
し
た
、

恢
放
で
あ
り
な
が
ら
繊
細

さ
を
秘
め
る
作
風
の
菅
原
健
彦
。
総
勢

15
名

に
よ
る
多
様
な
作
品
が
競
演
す
る
、
笠
沢
な

花
見
の
場
と
な
ろ
う
。
京
都
国
立
拇
物
館
や

三
十
三
間
批
に
は
ど
近
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

の
で
、
ア
ー
ト
散
策
の
コ
ー
ス
に
加
え
て
み
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